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※PDCA サイクル：Plan（計画)→Do（実施・運用)→Check
（点検)→Act（改善）の 4 段階を繰り返し行うことで，継続

的に業務を改善するマネジメントシステム。

カリフォルニア大学バークレー校にて
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リレーエッセイ

カリフォルニアの大学視察

都立産業技術研究センターの林英男先生からバトンを

引き継ぎました東京電機大学の保倉です。林先生には，

前々任校（東京理科大学）のときには学部学科を横断し

た化学系共通機器分析センターの運営で，また互いに転

出した後も，関東支部若手の会の活動等でお世話になっ

ています。ここでは，今年 2 月の米国の大学視察につ

いての経験をご紹介したいと思います。

それは学長室からの 1 本の電話で始まりました。「ア

メリカの大学へ本学の視察団が行くことになりました。

参加していただけませんか？」

聞くと，女性教員がいないので，という話でした。女

性ということで，いろいろな仕事の機会をいただけるの

はラッキーなこと？？？…まあ，ともかく教員 6 人と事

務職員 2 人で構成される視察団に参加することになり

ました。

限られた期間で効率よく視察するため，カリフォルニ

ア大学バークレー校（USB），カリフォルニア州立大学

ロングビーチ校（CSULB），カリフォルニア州立ポリテ

クニック大学ポマナ校（Cal Poly）の 3 大学を訪問しま

す。大学生の就業力育成支援事業の一環として，就業力

をつけるための教育，工学技術者の基礎・専門教育，教

育改善システムなど米国大学の実情を視察するのがミッ

ションです。国際会議での研究発表のために海外に行く

ことはありますが，教育の視察を目的に海外出張するの

は初めての経験。せっかく行くならアレもコレも，と希

望は膨らみますが，何しろ各大学を 1 日で回るのです

から忙しい話です。

今回訪問したのはすべてカリフォルニア州立の大学で

したが，3 校はそれぞれに個性があり，面白い体験とな

りました。UCB はさすが歴史の感じられるキャンパス

でした。学生はアジア系が多く，また大きく「Cal」と

大学の愛称が書かれたトレーナーを着ている人も目に付

きました。CSULB は，大学入学願書が数多く集まる人

気校で，ボーイング社の寄付講座やロケット工学など，

魅力的なラボがありました。Cal Poly では，実践教育

を重視し，チームで目的物を作り上げるプロジェクト型

教育をしていました。

全米州立大学のトップである UCB では 90 ％ の学生

が 4 年間で卒業していくのに対して，他の 2 大学では 4
年間で卒業する学生はわずか 13 ％ 程度。残りは 5～6
年間かけて卒業しているようです。1 年生を 2 回留年し

たらアウト（退学）。この厳しさ，日本の大学では考え

られません！

教育の評価法としては，米国の技術者教育認定

ABET（Accreditation Board for Engineering and Tech-
nology）について勉強してきました。UCB の先生は，

ABET においては continuous improvement と data col-
lection が大事といわれました。画一的な教育成果を問

うのではなく，各大学が教育を行うときの PDCA サイ

クル※がうまく機能しているかどうかを見るようです。

また，卒業 3 年 5 年後にどんな仕事をしているのか，

会社における立場などのキャリア追跡調査をして，大学

での経験がどう役に立っているのか，卒業生から集めた

意見を大学での教育へフィードバックさせているそうで

す。

今回の視察の対象が工学部だったためかもしれません

が，印象に強く残ったのは「工学とは何か」「社会でど

う役立っているのか」ということを，どの大学でもしっ

かりと 1 年生に教育しているということでした。将来

の職業意識をもつことで，学生が講義を受ける際の目的

意識は高くなるように思いました。とても重要なことで

す。

しかし一方では，大学教育において，講義で教えたこ

とすべてが，就職した後で直接役立つとは限らないとい

う面があるようにも思います。そうすると教員は大切な

土台を作ってあげて，学生は自ら学ぶ姿勢，考え方，取

り組み方，そういうものを会得することが大事ではない

でしょうか。「やっていないからわからない」ではなく

て，「やっていないから学ぼう」に意識を切り替えてい

く必要があると思うのです。

これは学生だけでなく，教員にもあてはまることなん

ですね。今まで教育について場あたり的だった私は，帰

国後に早速“授業をどうする！”（東海大学出版会）と

“成長するティップス先生”（玉川大学出版部）の 2 冊

を購入しました。授業改善のヒントが得られそうです。

次回は千葉大学理学部の沼子千弥さんにお願いしまし

た。一度会ったら忘れられない charming な方で，私は

いつも元気をわけていただいています。徳島大学から転

出される，忙しい時期に原稿執筆を快くお引き受けいた

だき，この場を借りて感謝申し上げます。

〔東京電機大学工学部環境化学科 保倉明子〕


